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第 638 回	 例会日 2017 年 9 月 19 日	 移動例会	

	 	 	 	 	 	 	 	 『小田原の歴史を知り、老舗の味を堪能する』	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

会長挨拶	 第 14 代会長	 野原	 哲夫		

本日は、職業奉仕委員会及び親睦委員会によって、グループ企業	

の従業員 700 名を擁する、小田原の蒲鉾老舗「鈴廣」様を訪問しました。	

鈴廣かまぼこグループ	 代表取締役副社長	 鈴木悌介様には、ご多用のところ

卓話のご承諾頂き有難うございます。	

また、総務課秘書係の福山様には、今年の 1月から対応頂き、感謝申し上げ

ます。	

	 「鈴廣」の社是は「老舗にあって	 老舗にあらず」であります。	

守るべきものは守り、変えるべきものは変える。お客様と向き合う姿勢は変え

ず、仕事の仕方等は変える。正に不易流行であります。	

RI テーマ「ロータリー:変化をもたらす」でありますが、守るべき「ロータ

リーの目的」と「四つのテスト」は守り、時代と共に変えるべきところは変え

る。	

	 鈴木氏の父は、「かまぼこって面白いぞ、魚の味も形も変えられる技術はす

ごい、世界中で魚は取れるけど、骨が多いとか、まずいとか、とたくさん捨て

られる。しかし、全部かまぼこの技術で、その国の人の口に合うようにできた

ら資源が生きるんだ」と小さい頃鈴木氏に教えました。	

	 その後、鈴木氏は、米国に渡り、年商 30 億円の規模の会社にしたが、実父

や祖父の他界によって帰国しました。	

	 鈴木氏は帰国後、兄弟・親族間の結束を固くし、鈴廣の強さを発揮し、現在

の礎を作り上げ、本業のかたわら老舗を守りつつ、地方創生に活路を見い出し

ました。	

そこに、東日本大震災が発生し、東電の計画停電によって、生ものの魚が大

打撃を受け経営困難な状況になりました。	

	 停電の経験から、省エネ、創エネのために本社屋を作られ、東電への電気量

支払いが無い状況となった。	

	 「なぜ、かまぼこ屋さんがエネルギーのことを考えたか？」	
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9/19	 0 円（会員）累計 235	,000 円	 	

（ビジタ）累計	 50,000 円	

（2017.7 月～	

	

	

 

 

 

  

例会プログラム	 移動例会「小田原	 鈴廣かまぼこ」  
	

卓話「なぜ、蒲鉾屋が	

エネルギーのことを考えたのか？」	

	

講師：鈴木悌介	 様	

鈴廣かまぼこグループ	 代表取締役社長	

国際ロータリー第 2780 地区第 9グループ 2012～2013 年度ガバナー補佐	

小田原箱根商工会議所	 会頭	

一般社団法人エネルギーから経済を考える経営者ネットワーク会議	 代表理

 


